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生き物調査隊 

 ７月20日、悲恋沼が霧と強風だったこと
もあり、新浜の磯で生き物探しを実施。 
 最初に港の船上げ斜路で、あたりめを
餌にイソガニ釣りに挑戦しましたが、捕ま
えることができませんでした。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 場所を磯へ移動し、生き物探しを行い
「カジカ・ムロランギンポ」などの稚魚を確
認。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 郷土資料館へ戻り、捕まえた生き物の
まとめを行ったあと、イソガニとミミズハゼ
を水槽に入れ、放課後児童クラブを訪問
し、タッチプールを行い子どもたちに喜
ばれました。 
 イソガニとミミズハゼは、水産の館に設
置している水槽へ移動し、飼育をしてい 

8月７日は七夕です！ 

ますので、来館の際には水槽の何処に
隠れているか探してみてください。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
 本州の七夕は７月７日ですが、北海道
の七夕はひと月遅い８月７日。 
 郷土資料館では７月20日から８月10日
までの間、資料館ホールに七夕飾りを設
置しています。 
 最近は、自宅前にヤナギやササを立て
飾りつけし、七夕を行う家庭が少なくなっ
てきています。 
 皆さんも短冊にお願い事を書いてみて
はいかがでしょうか。 
    
  



  

 参考： 

『アイヌ語で自然かんさつ図鑑』(帯広百年記念館) 

『アイヌ語の動植物探集』(川村正一編)11 
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郷土資料の寄贈がありました  

  

  

 スズメは、ハタオリドリ科に分類され

るもっとも身近な鳥類です。住宅の周辺

に生息し、森林にはほとんどいません。

一年中見られる鳥ですが、一部は日本国

内での渡りが確認されています。 

 スズメは、イネの害鳥のように思われ

ていますが、一年を通してみると、多く

の雑草や昆虫を食べています。 

 スズメは、人家の軒や換気口などのす

き間を利用して巣をつくります。 

 アイヌ語では「アマメチカプ」と呼ば

れ、スズメはヘビや何か悪い神様がくる

とさえずり、知らせてくれると考えられ、 

スズメが集団で騒ぐときは風が吹く、水

浴びをすると雨が降るという伝承もあり

ます。 

 本町：山中卓さんより剥製など３点、

大和：吉沢修一さんより臼と杵など３点、

近浦：田村早苗さんより竹ざるなど14点、

貴重な郷土資料品を寄贈していただきま

した。 
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 寄贈品 山中さん「熊の剥製」（写真

上）、吉沢さん「臼と杵」（写真中）、

田村さん「竹ザル」（写真下） 


